
民間団体

関係部局

共生教育の推進

〈主なご意見〉

○ 共生教育の充実に向け、教育委員会内のノウハウを共有し、ユニバーサルデザインの視点を取り入れ

て支援することで、どの子に対しても最適な教育が実現できる。

○ 新たな推進体制を共生教育の総合窓口とし、個々の課題への関わりや市民への情報発信など、丁寧に

対応していくことで、どの子も取り残さない教育を実現する。そのために、コーディネーターやスタッ

フの充実は欠かせない。

○ 他課・他団体との連携強化により、市全体の取組として子どもを育む体制を構築すること。

１ 第1回総合教育会議(7/30)で協議されたこと

２ 静岡市の共生教育における推進体制

３ 体制強化による効果を活かした取組

○日本語力、特別支援の両視点による効果的な
アセスメント研究

○外部機関との連携を活かしたオプション豊富な
就学相談や適応相談への対応

○「読み」「書き」に困難がある児童生徒への指
導プログラムの開発

○有効なＩＣＴ活用プログラム開発
○子どもの状況に応じたシームレスな学びの場
の提供

支 援 指 導

日本語指導 ＋ 特別支援

◆ 外国につながる子ども

◆ 特別な支援が必要な子ども

・支援を要する子どもの増加

・子どもの実態やニーズの多様化

共生教育における推進体制の構築 （日本語指導＋特別支援教育）

推進体制の充実・強化

○ 困難を抱える子どもが、個別最適な指導を受けることにより、自己の

学びを深めることができる。

○ 受入側の共生教育を推進することにより、困難を抱える子どもや保護

者が、学校や地域の中で孤立せず、安心して生活を送ることができる。

（２）新たな推進体制の主な役割

（３）新たな推進体制（案）

◆スタッフの協働による

支援・指導の充実

（４）新たな推進体制によって得られる効果

◆共生のまち実現に向けた

市民の拠点づくり

（２）共生教育コーディネーターの配置
・担当を一体化し、窓口を明確にすることにより、迅速・丁寧な対応と情報発信を行う

（１）日本語指導・特別支援のノウハウの共有
・個別最適な指導の実現に向け、それぞれの強みを融合した支援・指導を充実させる

◆ スタッフの協働による支援・指導の充実

◆ 共生のまち実現に向けた市民の拠点づくり

（３）学校・地域における共生教育推進機会の拡充
・新たな推進体制を拠点とし、学校・地域における共生教育を推進していく

UPUP

◎ 静岡市「多文化共生のまち」実現に向けた、学校・地域における共生教育の推進

○ 日本語指導と特別支援教育の増加・多様化するニーズに対応する支援・指導の充実

○ 困難を抱える子ども・保護者の相談窓口および拠点機能

（１）静岡市の共生教育が目指す姿

新たな推進体制（案）

企画立案支援強化

・効果的な施策

の企画・推進

・指導の充実

・課題への対応

・医療機関

・国際交流協会

・市民ボランティア 等

民間団体

・医療機関

・市民ボラティア

等

共生教育コーディネーター

共通する課題

プレスクール

設置
通級指導教室

新設
指導員増員

Wi-Fi環境

整備
ICTアプリ

導入

【共生教育研修】

・授業実践

・研修会

【市民参加型イベント】

・子育て相談会

・交流会

地域・市民学校

【児童生徒】

・学級での日常的な交流

・文化紹介

関係部局

・障害福祉企画課

・国際交流課

・子ども未来局

等
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相談
共生教育

コーディ

ネーター 連携

関係部局
・障害福祉企画課

・県立特別支援学校

・障害者支援推進課

・子ども未来局

・国際交流課 等

民間団体
・医療機関

・国際交流協会

・市民ボランティア等

特別支援教育

日本語指導

市民活動

【特別支援交流会の開催】

・学習発表会 ・絵画展

・持久走大会

・交流体育大会

【多文化交流会の開催】

・多国籍ウォークラリー

・多国籍文化交流座談会

・多言語交流会


